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≪「障害」の「害」の字等の表記について≫ 

本市では、市で使う「障害」という言葉の表記について、可能な限り「がい」とひらがなで表記するよう

にしています。ただし、国の法令・地方公共団体等の条例・規則等に基づく用語や他文献からの引用、固

有名詞などについては、従来通り漢字の「害」を使っています。 

このため、本計画書も「がい」と「害」の字が混在する表記になっています。 

また、本市の「障がい者」については、複合語の場合等を除いて「障がいのある人」と表現しています。 
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第 1章 計画策定にあたって 
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1 障がいのある人・難病患者の状況 

 

（1）手帳所持者数など 

本市の令和４年度末における障害者手帳交付状況は、身体障害者手帳が 1,753 人で、総人

口 62,745 人（住民基本台帳人口）に占める割合はおよそ 2.8％、療育手帳（知的障がい）は

450人で総人口のおよそ 0.7％、精神障害者保健福祉手帳は 532人で、総人口のおよそ 0.8％

となっています。なお、本表にはありませんが、自立支援医療制度（精神通院）の利用者は 1,024

人で、総人口のおよそ 1.6％となっています。 

 

■障がい者（児）数の推移 ～障害者手帳所持者数～ 

（単位：人） 

年度 総人口 

（住民基

本台帳） 

身体障害者手帳所持者 療育手帳 

所持者 

精神障害者

保健福祉手

帳所持者 

総 数 視  覚 

障 が い 

聴 覚 等 

障 が い 

音 声 等 

障 が い 

肢  体 

不 自 由  

内  部 

障 が い 

H30 63,555 1,573 80 118 22 795 558 363 382 

H31 63,336 1,630 85 123 24 806 592 382 422 

R2 63,012 1,660 93 134 25 800 608 400 434 

R3 62,745 1,706 92 141 24 810 639 414 499 

R4 62,693 1,753 98 149 22 827 657 450 532 

                                                           資料：白井市障害福祉課（各年度末現在） 

 

 

■障がいのある人数 ～等級・程度別内訳～
 
 

●身体障害者手帳 （単位：人） 

級 別 人 数 

1 級 623 

2 級 249 

3 級 239 

4 級 454 

5 級 87 

6 級 101 

合 計 1,753 

 

 

 

 

●身体障害者手帳の年齢別所持者数 

（単位：人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年 齢 別 人 数 

18歳未満 ４５ 

18歳以上 65歳未満 ５０５ 

65歳以上 1,203 

合 計 1,753 
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●療育手帳            （単位：人） 

級 別 人 数 

Ａ・○Ａ （重度） 157 

Ｂの 1（中度） 115 

Ｂの 2（軽度） 178 

合 計 450 
 
 

●療育手帳の年齢別所持者数（単位：人） 

 

 

 

 

●精神障害者保健福祉手帳（単位：人） 

 

●精神障害者保健福祉手帳の年齢別 

所持者数（単位：人） 

 

 

 

 

 

 

 

資料：白井市障害福祉課（令和 4年度末現在） 

 

（2）近年の障がいのある人数の傾向 

① 身体障がい 

令和 4年度末における身体障害者手帳の等級を見ると、1級が 623人で最も多く、1・2級

を合わせた重度者では 872 人となり、全体のほぼ半数を占めています。平成 30 年度末と比

べると全体で 180人、約 1.1倍増加しています。年齢別では、65歳以上の方が 7割近くを占

めています。 

 

② 知的障がい 

令和 4年度末における療育手帳所持者の合計 450人中、18歳未満が 162人（約 36％）

で、18歳以上が 288人（約 64％）となっています。平成 30年度末と比べると全体で 87人、

約 1.２倍増加しており、増加人数の内訳は、軽度 29人、中度 32人、重度 26人です。手帳の 

程度では、軽度が 178人（約 40％）で最も多くなっています。 

 

③ 精神障がい 

令和 4 年度末における精神障害者保健福祉手帳所持者の総数は 532 人で、等級別の内

訳では、2級が318人（約60％）を占めています。平成30年度末と比べると全体で150人、

約 1.4倍増加しており、増加人数の内訳は、3級 44人、2級 95人、1級 11人です。年代と

しては 20歳以上 65歳未満が多く、約 84％を占めています。 

級 別 人 数 

1 級 61 

2 級 318 

3 級 153 

合  計  532 

年 齢 別 人 数 

18歳未満 162 

18歳以上 288 

合 計 450 

級 別 人 数 

1 級 61 

2 級 318 

3 級 153 

合  計  532 

年 齢 別 人 数 

20歳未満 21 

20歳以上 65歳未満 448 

65歳以上 63 

合 計 532 


